
後
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
研
究
の
展
開

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定

は

じ

め

に

だ
れ
に
で
も
明
ら
か
で
簡
単
に
思
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定

方
法
は
、
直
接
人
に
「
ど
の
よ
う
な
気
分
か
」
と
問
う
こ
と
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
れ
に
近
い
方
法
は
、
人
に
質
問
項
目
を
見
せ
て
、
自
分
の
気

分
に
ど
れ
く
ら
い
当
て
は
ま
る
か
、
答
え
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
に
関
連
す
る
形
容
詞
「
元
気
だ
」
に

つ
い
て
自
分
が
ど
の
程
度
当
て
は
ま
る
か
を
幾
つ
か
の
段
階

(
1

あ
て
は
ま
ら
な
い
、

2
.
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
、

3
.
な
ん
と
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阿
久
津
洋
巳

も
い
え
な
い
、

5
.
あ
て
は
ま
る
)
か
ら

4
.
少
し
あ
て
は
ま
る
、

選
ん
で
答
え
て
も
ら
う
。
選
択
肢
の
数
に
よ
っ
て
、
四
件
法
、
五
件

法
、
六
件
法
な
ど
任
意
の
も
の
を
作
成
で
き
る
。
こ
れ
が
、
自
己
報

告
形
式
の
測
定
で
あ
り
、

一
般
に
質
問
紙
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
心
理
的
な
特
性
を
調
べ
る
も
の
さ
し
な
の
で
、
尺
度
と
も

呼
ば
れ
る
。
質
問
紙
法
に
よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
は
、
実
際

は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
用
に
開
発
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
章
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定

法
と
問
題
点
を
紹
介
し
よ
う
。



質
問
紙
を
使
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定

多
く
の
研
究
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測

定
は
、
自
己
報
告
(
由
良
l
E吉
広
)
形
式
の
質
問
紙
を
用
い
て
実
施

さ
れ
る
。
質
問
紙
法
は
、
単
に
そ
の
と
き
の
気
分
の
測
定
、
あ
る
実

験
操
作
を
行
っ
た
際
の
気
分
の
測
定
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
が
認
知
的

作
業
に
及
ぼ
す
影
響
を
調
べ
る
実
験
に
お
い
て
気
分
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
な
ど
様
々
な
目
的
に
使
わ
れ
る
。
質
問
項
目
が
少
な
い
場
合

は
、
き
わ
め
て
短
時
間
に
実
施
で
き
、
ま
た
、
そ
の
デ
ー
タ
処
理
も

簡
単
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
一
方
、
研
究
者
を
悩
ま
せ

る
い
く
つ
か
の
欠
点
も
あ
る
。
，
質
問
紙
に
よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
測

定
法
の
詳
細
を
説
明
し
た
後
に
、
欠
点
に
つ
い
て
少
し
述
べ
る
。

ポジテイブ感情の測定

英
語
版
P
A
N
A
S
と
日
本
語
版
P
A
N
A
S

英
語
圏
の
研
究
者
の
間
で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
自
己
報
告
形
式
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
測
定
法
に
パ
ナ
ス

(
P
A
N
A
S
)
と
呼
ば
れ
る

も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

ワ
ト
ソ
ン
、
ク
ラ
l
ク
、
テ
レ
ガ
ン
に
よ

っ
て
一
九
八
八
年
に
開
発
さ
れ
た
質
問
紙
で
あ
る
(
巧
但
g
o
p
Q
R
w
u

(
l
)
 

齢
、
叶
色
。
∞

g
L
S∞
)
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
そ
れ
ぞ
れ

一
O
語
の
形
容
調
を
挙
げ
て
そ
れ
に
自
分
が
ど
の
程
度
当
て
は
ま
る

か
(
非
常
に
わ
ず
か

1
非
常
に
よ
く
)

の
五
段
階
で
回
答
し
て
も
ら

ぃ
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
程

度
を
知
る
も
の
で
あ
る
。
時
間
的
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
今
、
今
日
、

こ
こ
数
日
な
ど
か
ら
こ
こ
一
年
ま
で
広
く
設
定
し
て
実
施
で
き
る
。

こ
の
質
問
紙
は
信
頼
性
と
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

P
A
N
A

S
で
使
用
さ
れ
て
い
る
形
容
調
は
、

S
F
E
E
t
p
日ロけ巾門市山田件。
(
Y

湾
問

Eu
門
同
日
目
け
円
四
回
印
包
な
ど
で
あ
る
。

P
A
N
A
S
の
日
本
語
版
は
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
め

て
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、

ワ
ト
ソ
ン
た
ち
が
、
日
本
語
版
を
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
一
語
の
形
容
調
と
名
詞
を
使
っ
て
測
定
で
き
る

が
、
尺
度
と
し
て
の
信
頼
性
と
妥
当
性
の
検
証
は
十
分
で
は
な
い
。

P
A
N
A
S
の
日
本
語
版
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

(2) 

ニ
0
2
)
。
大
学

「
日
本
語
版
P
A
N
A
S」
で
あ
る

(
佐
藤
・
安
田

生
と
専
門
学
校
生
一
、
二

O
O
人
以
上
に
、

ワ
ト
ソ
ン
ら
の

P
A
N

A
Sを
翻
訳
し
て

(
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い

1
非
常
に
よ
く
当
て
は
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ま
る
)

の
六
件
法
で
回
答
を
求
め
、
デ
ー
タ
分
析
の
後
に
ポ
ジ
テ
イ

ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
八
語
の
形
容
調
を
採
用

し
た
。
尺
度
(
各
形
容
調
語
)
の
内
的
一
貫
性
は
高
い
。
尺
度
の
妥

当
性
は
、
イ
メ
ー
ジ
法
を
用
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
感
情
の
測
定
値
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
値
に
関
連
が
あ
る
か

否
か
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
「
日
本
語
版
P
A
N
A
S」
は
、
パ

i
ソ
ナ
リ
テ
ィ
心
理
学
会
の
ウ
ェ
ブ
ベ

l
ジ
に
心
理
尺
度
の
一
つ
と

し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

非
公
開
で
は
あ
る
が
、
岩
手
大
学
の
織
田
が

P
A
N
A
Sを
独
自

に
翻
訳
し
て
研
究
に
使
用
し
て
い
る
。
そ
の
形
容
詞
は
、
日
本
語
版

P
A
N
A
S
と
は
や
や
異
な
る
が
、
尺
度
の
内
的
一
貫
性
は
高
い
。

次
に
、
筆
者
が
作
成
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定

(3) 

二
O
O
入
)
。
普
段
は
学
会

尺
度
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る

(
阿
久
津

誌
や
大
学
の
紀
要
以
外
で
は
表
に
現
れ
な
い
測
定
道
具
作
成
の
舞
台

裏
を
覗
く
と
、
心
理
学
的
測
定
の
限
界
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

*
心
理
測
定
は
、
あ
る
心
理
学
的
特
性
の
程
度
に
数
値
を
割
り
当
て
る
操

作
で
あ
る
か
ら
、
得
ら
れ
る
数
値
は
理
由
も
な
く
変
動
し
て
は
函
る
。

い
つ
で
も
同
じ
特
性
の
程
度
に
同
じ
数
値
が
割
り
当
て
ら
れ
る
、
と
い

う
性
質
を
テ
ス
ト
の
信
頼
性
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
測
定
し
よ
う

と
す
る
当
該
の
特
性
を
適
切
に
測
定
し
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
特
性
を

測
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
妥
当
性
と
い
う
。

:
具
体
的
に
は
、
特
定
の
気
分
に
関
連
が
あ
る
文
章
を
読
ま
せ
た
後
に
、

場
面
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、
気
分
を
誘
導
し
た
。
そ
の
後
で
、
日
本
語

版

P
A
N
A
Sを
使
っ
て
気
分
を
調
べ
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
得
点

は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
気
分
導
入
後
の
方
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
導
入
後
よ
り

も
高
く
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
得
点
は
逆
に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
導
入

後
の
ほ
う
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
卑
分
導
入
後
よ
り
高
い
と
い
う
結
果
が
得
ら

れ
て
い
る
。
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岩
手
版

P
A
N
A
S

筆
者
は
、
日
本
語
版
P
A
N
A
Sを
使
っ
て
予
備
調
査
し
た
後
、

英
語
の

P
A
N
A
S
の
形
容
調
や
織
田
の

P
A
N
A
S
の
形
容
詞
を

検
討
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
デ
イ
ブ
感
情
そ
れ
ぞ
れ
に
八
項

目
、
合
計
一
六
項
目
か
ら
な
る
質
問
紙
を
作
成
し
た
(
以
下
岩
手
版

P
A
N
A
Sと
呼
ぶ
)
。
回
答
は
、

(
1
.
全
く
感
じ
て
い
な
い
、

2
.
少
し
感
じ
て
い
る
、

3
.
わ
り
と
感
じ
て
い
る
、

4
.
だ
い
ぶ

感
じ
て
い
る
、

5
.
非
常
に
感
じ
て
い
る
)

の
五
件
法
と
し
た
。
使

用
し
た
語
を
表
1
に
掲
載
す
る
。
表
ー
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
岩
手



ポジテイブ感情の測定

版

P
A
N
A
S
と
日
本
語
版
P
A
N
A
S
は
ほ
ぼ
同
じ
項
目
を
使
用

し
て
い
る
。

大
学
生
を
対
象
に
質
問
紙
を
実
施
し
、
不
完
全
回
答
、
重
複
デ
ー

タ
な
ど
を
除
外
し
て
、
四
七
六
名
の
デ

l
タ
を
分
析
対
象
と
し
た

(
男
女
は
ほ
ぼ
同
数
、
平
均
年
齢
は
十
九
・
三
歳
)
。
回
答
選
択
肢
の

番
号

(
1
1
5
)
を
使
つ
一
た
因
子
分
析
に
よ
り
、
二
因
子
(
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
)
を
確
認
し
た
。
内
的
整
合
性
は
高
い
。

筆
者
た
ち
の
岩
手
版
P
A
N
A
S
は
、
尺
度
作
成
に
項
目
反
応
理

表1 岩手版 PANASと

日本語版 PANASの質問項目

岩手版PANAS 日本語版 P必~AS

活気のある 活気のある

気力に満ちた 気合の入った

充実した 誇らしい

熱中した 熱狂した

わくわくした わくわくした

自信がある 強気な

しゃきっとした きっぱりとした

てきぱきした 機敏な

心配した 心配した

おびえた おびえた

びくびくした びくびくした

苦悩した 苦悩した

動揺した うろたえた

いらいらした いらだった

恥ずかしい 恥じた

神経質な ぴりぴりした

論
を
適
用
し
た
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
従
来
の
日
本
語
版

P
A
N

A
S
は
、
回
答
選
択
肢
の
番
号

(
1
1
6
)
を
素
点
と
し
、
ポ
ジ
テ

イ
ブ
感
情
の
項
目
の
素
点
を
合
計
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
値

と
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
に
つ
い
て
も
同
様
の
求
め
方
を
し
た
。
こ

の
得
点
計
算
法
は
、
質
問
紙
を
使
っ
た
心
理
学
的
測
定
で
は
よ
く
使

わ
れ
る
方
法
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
に
は
二
つ
の
暗
黙
の
前
提
が
あ

る。

一
つ
は
、
あ
る
質
問
項
目
に
お
い
て
回
答
の

1
1
5
の
程
度
が

心
理
学
的
連
続
体
(
た
と
え
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
あ
る
側
面
)
上

で
1
1
5
の
数
値
と
同
様
に
等
間
隔
に
あ
る
と
い
う
前
提
で
あ
り
、

一
一
つ
目
は
、
複
数
の
項
目
間
で
こ
の

1
1
5
の
程
度
が
等
間
隔
で
あ

る

(
項
目
聞
で
も
の
さ
し
の
長
さ
が
同
じ
)
と
い
う
前
提
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
前
提
は
、
経
験
的
に
確
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
多

く
の
尺
度
作
成
に
お
い
て
は
、
実
際
は
確
認
さ
れ
な
い
。
心
理
学
的

研
究
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
数
値
を
要
求
し
な
い
の
で
、
こ
の
程
度
で

測
定
し
た
と
し
よ
う
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る

(
こ
の
程
度
で
良
い
か

悪
い
か
は
、
多
分
に
研
究
者
の
主
観
に
よ
る
。
条
件
聞
の
大
き
な
違

もい
しを
れ発
な見
いす
τ る
実 τ
廃合
軍品
n. h 
て5
大ば、

ま+

かき?
7.，t_ -f】ミ

測る
足測
値容

で値
議で
論十
が分
終か
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始
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
妥
当
な
方
法
で
あ
ろ
う
が
、
測
定
値
の
統

計
的
分
析
の
途
中
で
い
つ
の
間
に
か
精
密
な
数
値
の
よ
う
に
扱
わ
れ

だ
し
て
、
わ
ず
か
な
数
値
の
差
か
ら
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
事
態
は
単
純
で
は
な
い
。

項
目
反
応
理
論
は
、
こ
れ
ら
の
質
問
紙
に
よ
る
測
定
の
問
題
点
を

解
決
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
。
尺
度
の
値
は
、
事
前
に
決
め
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
回
答
デ
l
タ
の
項
目
反
応
パ
タ
ー
ン
に

基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
。
上
記
の
二
つ
の
暗
黙
の
前
提
を
持
た
な

い
。
と
は
い
っ
て
も
、
目
に
見
え
る
利
益
が
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

手
聞
が
か
か
る
計
算
を
行
う
理
由
は
弱
い
。
以
下
に
、
項
目
反
応
理

論
を
使
、
つ
利
点
に
触
れ
な
が
ら
、
筆
者
た
ち
の
結
果
を
説
明
し
ょ

(
4
)
 

ぅ
。
項
目
反
応
理
論
に
つ
い
て
は
、
豊
田
(
ニ
0
0
ニ
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。
以
下
に
述
べ
る
測
定
値
と
は
、
項
目
反
応
理
論
を
適
応
し
て
得

ら
れ
た
得
点
を
指
す
。
こ
の
得
点
の
性
質
は
、
心
理
学
で

z
得
点
と

呼
ば
れ
る
も
の
に
共
通
す
る
性
質
で
あ
る
。
平
均
は
O
、
得
点
の
ば

ら
つ
き
を
表
わ
す
標
準
偏
差
は
一
で
あ
る
。
数
字
に
マ
イ
ナ
ス
が
つ

く
と
平
均
よ
り
感
情
の
程
度
が
低
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

質
問
紙
テ
ス
ト
か
ら
得
ら
れ
る
測
定
値
の
信
頼
性
は
、
テ
ス
ト
が

ど
れ
だ
け
の
情
報
量
を
含
む
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
図
1
に
感
情
の
測
定
値
の
関
数
と
し
て
情
報
量
を
示
す

(
左
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
、
右
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
で
あ
る
)
。
横
軸
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は
感
情
の
程
度
(
マ
イ
ナ
ス
四
i
プ
ラ
ス
四
)
、
縦
軸
は
情
報
量
で

あ
る
。二
つ
の
テ
ス
ト
は
と
も
に
右
側
(
プ
ラ
ス
の
値
)
に
や
や
情
報
量

が
多
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
尺
度
は
左
側

(
マ
イ
ナ
ス
値
)

で
は
、
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
一
・
五
か
ら
こ
の
間
で

情
報
量
が
急
激
に
低
下
し
て
い
る
。
情
報
量
は
尺
度
の
信
頼
性
を
表

わ
す
の
で

(
推
定
誤
差
は
、
情
報
量
の
平
方
根
の
逆
数
と
し
て
定
義

さ
れ
る
)
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
あ
る
い
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
が
低
い
場
合

と
非
常
に
高
い
場
合
に
は
、
測
定
の
精
度
が
悪
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
が
高
い
方
に
つ
い
て
い
え
ば
、
プ
ラ
ス
二
・
五
く

ら
い
ま
で
測
定
精
度
は
よ
い
。
プ
ラ
ス
二
・
五
以
上
の
得
点
を
取
る

人
は
、
正
規
分
布
を
仮
定
す
れ
ば
、
全
体
の
一
%
以
下
で
あ
る
か
ら
、

非
常
な
少
数
派
で
あ
る
。
他
方
、

マ
イ
ナ
ス
一
・

O
以
下
の
得
点
を

取
る
人
は
、

一
五
%
以
上
い
る
の
で
、
無
視
で
き
な
い
大
き
さ
で
あ

る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の

P
A
N
A
S質
問
紙
は
、
感
情
程



ポジテイプ感情の測定
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度
が
低
い
人
よ
り
も
、

や
や
程
度
が
高
い
人
を
調
べ
る
の
に
適
し
て

い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
項
目
反
応
理
論
を
適
用
し
な
け
れ
ば
、
こ

図1 テスト情報曲線 ポジティブ感情(左)とネガティブ感情(右)

横軸が感情の尺度値、縦軸が情報量を表す(阿久津、 2008 文献立)。

の
よ
う
な
細
か
な
信
頼
性
の
検
討
は
で
き
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
(
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情

も
)
は
、
し
ば
し
ば
、
個
人
間
お
よ
び
個
人
内
で
そ
の
違
い
が
検
討

さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
れ
く
ら
い
測
定
値
が
異
な
る
と
こ
れ
ら
の

感
情
に
違
い
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
問
い
に

答
え
ら
れ
る
こ
と
も
項
目
反
応
の
利
点
で
あ
る
。
図
1
の
情
報
量
の

人
前
後
に
注
目
す
る
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
で
は
、

マ
イ
ナ
ス
一

五
か
ら
プ
ラ
ス
二
・
五
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
で
は
、

マ
イ
ナ
ス

O
か
ら
プ
ラ
ス
二
・
五
く
ら
い
が
こ
の
範
囲
で
あ
る
。
岩
手
版
P
A

N
A
S
を
用
い
た
場
合
、

マ
イ
ナ
ス
一
・

0
1
プ
ラ
ス
二
・
五
の
範

囲
で
、
測
定
値
聞
に
約
0
・
七
五

(
0
・
包
×

Hg)
以
上
違
い
が
あ

れ
ば
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
あ
る
い
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
程
度
に
違
い
が

あ
る
と
判
断
で
き
る

(
情
報
量
八
は
、
推
定
誤
差
が
0
・
三
五
に
対

応
す
る
の
で
)
。
た
と
え
ば
、

一
人
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
異
な
る

時
期
(
う
つ
状
態
の
時
と
回
復
期
に
あ
る
時
、
あ
る
い
は
、
普
段
の
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状
態
と
何
か
の
理
由
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
態
が
強
い
と
想
像
さ
れ
る



時
)
に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
測
定
し
て
、
そ
の
値
が
0
・
七
以
上
違
え
ば
、

感
情
状
態
が
異
な
る
と
い
え
る
。

3 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
関
連

英
語
版
P
A
N
A
Sを
使
っ
た
研
究
で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
値
は
、
低
い
負
の
相
関
(
マ
イ
ナ
ス

0
・

一一一

1
マ
イ
ナ
ス

0
・
二
一
二
)
が
得
ら
れ
て
い
る
(
巧
旦

g
ロ
2
色
J

zg)。
日
本
語
版
P
A
N
A
S
に
関
し
て
は
、
こ
の
問
題
は
十
分

検
討
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
感
情
の
測
定
値
聞
に
低
い
が
統
計
的
に

(5) 

有
意
な
正
の
相
関
が
報
告
さ
れ
て
い
る
(
山
崎
吉
宗
、

J
E
H
E
S
F

(6) 

∞島
F
h
r
dロ
Z
門戸
N
g
o
)
。
筆
者
た
ち
は
、
岩
手
版
P
A
N
A
S
に

よ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
値
に
つ
い
て
、

(
1
)
調
査
参
加
者
聞
に
お
い
て
二
つ
の
測
定
値
の
相
関
、

(2)
繰

り
返
し
測
定
を
実
施
し
た
参
加
者
内
で
二
つ
の
測
定
値
の
相
関
、

ス
ト
レ
ス
課
題
を
与
え
る
前
と
後
の
(
参
加
者
内
)
測
定
値

(
7
)
 

一5
0九
)
。

(3) 

変
化
の
相
関
、
を
調
べ
た
(
阿
久
津
・
小
田
島
・
宮

(
l
)
調
査
参
加
者
四
七
六
人
の
デ
l
タ
を
使
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
値
間
の
積
率
相
関
係
数
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
弱
い
が
統
計
的
に
有
意
な
正
の
相
関

(
0
・
二
人
)
が
あ
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っ
た
。
相
関
係
数
か
ら
、
感
情
の
二
次
元
平
面
に
お
け
る
幾
何
学
的

関
連
を
導
く
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
は
七
三
・

七
度
で
交
わ
る
。
互
い
に
独
立
な
ら
ば
、
二
つ
は
九
O
度
で
交
わ
る

の
で
あ
る
か
ら
、

二
つ
の
感
情
軸
は
ご
く
わ
ず
か
に
関
連
を
も
っ
て

い
る
。
英
語
版
の

P
A
N
A
S
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の

感
情
の
聞
に
弱
い
負
の
関
連
を
持
つ
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
英
語
版

P
A
N
A
S
と
岩
手
版
P
A
N
A
S
が
同
じ
も
の
と
解
釈
す
る
前

に
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る

(
山
崎

8
5
。
(
2
)
と

(3) 
以
上
に 2
述長

:ご E
J」ほ
官ぼ

玄盟
主広
叫 l

拡管
ら全
得 f

kz 
ら

る
芸r し
誌た
か
ら

石

手
版

P
A
N
A
S
(
そ
し
て
日
本
語
版
P
A
N
A
Sも
)
は
完
成
し
た
測

定
道
具
で
は
な
く
、
実
用
に
供
さ
れ
る
前
に
多
く
の
改
良
が
必
要
で

あ
る
と
い
え
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
①
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
低
い

方
の
信
頼
性
を
高
め
る
、
②
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測

定
値
の
関
連
を
低
く
す
る
、
そ
し
て
何
よ
り
③
他
の
方
法
に
よ
る
証

拠
か
ら
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
が
異
な
る
と
判
断
で
き

る
集
団
に
対
し
て
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
、
正
し
く
測
定
で
き
る
か



(
外
部
基
準
妥
当
性
)
を
確
認
す
る
、
な
ど
が
あ
る
。

質
問
紙
法
に
よ
る
測
定
の
問
題
点

質
問
紙
に
よ
る
測
定
の
問
題
点
は
、

一
般
の
質
問
紙
に
含
ま
れ
る

問
題
点
に
加
え
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
(
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
も
)

定
に
特
殊
な
問
題
も
あ
る
。
多
分
、

の
測

一
番
の
問
題
は
、
質
問
紙
を
使

っ
た
研
究
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
質
問
紙
の
限
界
を
忘
れ
て
、
測
定

値
を
過
信
し
て
し
ま
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

信
頼
性
に
つ
い
て

調
査
参
加
者
の
反
応
に
は
尻
応
の
ラ
ン
ダ
ム
変
動
が
含
ま
れ
る
の

で、

一
つ
の
質
問
項
目
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
測
定
す
る
こ
と
は
、

信
頼
性
を
低
く
す
る
。
類
似
の
特
性
を
測
定
す
る
項
目
、
た
と
え
ば
、

ポジティブ感情の測定

幸
福
で
あ
る
、
楽
し
い
、
う
れ
し
い
、
元
気
だ
、
等
々
を
併
用
し
て

信
頼
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
複
数
項
目
に
対
す
る

反
応
を
測
定
値
に
ま
と
め
る
か
は
、
測
定
値
に
要
求
さ
れ
る
精
度
次

第
で
あ
る
。
大
ま
か
な
数
値
で
よ
け
れ
ば
、
単
純
加
算
を
し
て
得
点

を
ま
と
め
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
し
、
精
度
が
高
い
測
定
値
を
使
い
た

け
れ
ば
、
項
目
反
応
理
論
を
適
用
し
て
、
詳
細
な
項
目
分
析
と
尺
度

構
成
を
実
施
す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

2 

妥
当
性
を
危
う
く
す
る
条
件

(1) 

反
応
の
バ
イ
ア
ス

た
と
え
ば
、
「
は
い
|
い
い
え
」
の
回
答
形
式
に
、
な
ん
で
も
「
は

い
」
と
答
え
が
ち
な
人
が
い
る
。
あ
る
い
は
、
「
は
い
1

ど
ち
ら
で

も
な
い
|
い
い
え
」
の
回
答
形
式
に
対
し
て
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」

と
答
え
や
す
い
人
が
い
る
。
質
問
紙
法
は
、
こ
の
反
応
バ
イ
ア
ス
の

影
響
を
受
け
や
す
い
。
特
に
感
情
の
測
定
に
お
い
て
は
、
自
分
の
感

情
状
態
を
-
評
定
す
る
た
め
、
本
当
の
感
情
と
あ
る
反
応
バ
イ
ア
ス

(
た
と
え
ば
、
極
端
反
応
を
起
こ
し
ゃ
す
い
傾
向
)
が
反
応
に
混
在

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
デ
l
タ
を
読
む
側
で
は
、
本
当
の
感
情
と
反
応

バ
イ
ア
ス
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
尺
度
の
方
向
を
変
え
る

(
い
わ
ゆ
る
逆
転
項
目
を
つ
く
る
)
な
ど
の
処
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
の
測
定
で
は
、

こ
れ
は
容
易
で
は
な
く
、

P
A
N
A
Sも
日
本
語
版
P
A
N
A
Sも

逆
転
項
目
を
含
ん
で
い
な
い
。
実
験
な
ど
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
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変
化
さ
せ
る
操
作
を
す
る
際
に
、
目
的
と
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
以

外
の
感
情
を
二
、
三
含
ん
だ
テ
ス
ト
バ
ッ
テ
リ
ー
を
実
施
し
て
、
ポ

ジ
テ
イ
ブ
感
情
の
ほ
か
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る

(8) 

方
法
が
薦
め
ら
れ
て
い
る

(zghw目
Z
N
8
0
3
。

ヮ“

内
省
が
測
定
に
影
響
す
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
は
、
実
験
法
や
調
査
法
を
使
っ
て
広
範
に
研
究

さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
報
告
形
式
の
質
問
紙
法
が
測
定
結
果
を
歪
め

る
事
情
を
、
実
験
法
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
よ
う

(HNghr
回

g
p

N
O
ミ
を
参
考
に
し
た
)
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
実
験
で
は
、
気
分
の
誘
導
と
い
う
こ
と
が
し

ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
日
常
の
出
来
事
、
た
と
え
ば
無
料
の
商
品
サ
ン

プ
ル
を
も
ら
う
な
ど
の
経
験
を
使
う
。
出
来
事
は
、
日
常
あ
り
ふ
れ

た
も
の
か
ら
選
ば
れ
、
生
じ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
は
、
特
別
強
い
も

の
で
は
な
く
中
程
度
の
感
情
で
あ
る
。
実
験
者
は
こ
れ
ら
の
実
験
で

は
、
感
情
に
注
意
が
向
か
な
い
自
然
な
状
態
を
作
ろ
う
と
す
る
。
実

験
参
加
者
は
、
実
験
の
目
的
が
感
情
の
研
究
に
あ
る
と
は
気
づ
か
な

ぃ
。
研
究
者
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
が
日
常
の

様
々
な
行
動
や
認
知
的
・
感
情
的
機
能
に
果
た
す
役
割
を
研
究
し
ょ

う
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
に
あ
る
感
情
が
生
じ
た
状
態
で
、
参
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加
者
に
と
っ
て
は
な
ん
ら
理
由
が
な
い
の
に
、
直
接
感
情
状
態
を
質

問
す
る
質
問
紙
法
を
導
入
す
れ
ば
、
参
加
者
に
進
行
中
の
行
動
・
認

知
を
停
止
さ
せ
て
、
自
分
の
感
情
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
感
情
の
測
定
は
妨
害
的
効
果
を
も
っ
可
能
性
が

ゑりヲ
hv

。
さ
ら
に
好
ま
し
く
な
い
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
感
情
の
導
入
に

お
い
て
、
自
己
報
告
形
式
の
質
問
紙
法
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ポ

ジ
テ
イ
ブ
感
情
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
感
情
(
怒
り
、
喜
び
な
ど
)
を
、
過

去
の
関
連
あ
る
出
来
事
を
想
起
さ
せ
た
り
、
文
章
を
読
ん
だ
あ
と
場

面
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
引
き
起
こ
す
の
が
イ
メ
ー
ジ
に
よ

る
感
情
の
導
入
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
参
加
者
は
、
感
情
が
調
査
の

目
的
で
あ
り
、
実
験
者
が
自
分
の
感
情
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
、
さ
ら
に
、
自
分
に
そ
の
感
情
を
引
き
起
こ
す
責
任
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
参
加
者
は
実
験
者
に
協
力
し
て
与
え

ら
れ
た
感
情
を
生
起
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
、
実
験
者
に
協
力
す
る
な
ど
の
動
機
か
ら
、
も
と
も
と
反
応
の
パ

イ
ア
ス
が
入
り
や
す
い
質
問
紙
法
の
回
答
に
、
反
応
バ
イ
ア
ス
が
入



る
可
能
性
は
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

3 

妥
当
性
を
確
保
す
る
た
め
に

測
定
の
妥
当
性
を
確
保
す
る
た
め
の
方
法
は
、
他
の
心
理
学
的
特

性
の
測
定
と
同
じ
で
あ
る
。
複
数
の
測
定
法
(
尺
度
)
を
用
い
て
、

新
し
い
尺
度
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら

に
重
要
な
こ
と
は
、
尺
度
の
外
に
基
準
を
設
け
、
尺
度
が
こ
の
基
準

に
そ
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
生
理
学

的
測
定
法
と
結
び
つ
け
た
り
、
あ
る
い
は
、
理
論
的
予
測
に
基
い
て
、

異
な
っ
た
母
集
団
で
測
定
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
英
語
版
P
A

N
A
S
は
こ
れ
ら
の
外
的
基
準
に
よ
る
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
岩
手
版
も
含
め
て
日
本
語
に
よ
る

P
A
N
A
S
は
、
こ
の
点
で

も
、
英
語
版
P
A
N
A
S
の
水
準
に
到
達
し
て
い
な
い
。

ポジテイブ感情の測定

4 

質
問
紙
に
代
る
+
刀
法

ア
イ
ゼ
ン
と
フ
レ
ツ
(
ニ
0
0
七
)
は
、
目
立
た
な
い
測
定
(
冒

6r注

目
。
自
己

g)
を
、
自
己
報
告
の
測
定
の
補
助
も
し
く
は
代
替
の
測

定
法
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
の
程

度
を
反
映
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感

情
を
測
定
し
て
い
る
と
気
づ
か
れ
な
い
方
法
で
あ
る
。
今
後
活
用
が

期
待
さ
れ
る
重
要
な
方
法
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
は
、
別
の
機
会
に

譲
り
た
い
。
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